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紙
1面
2面

3面
4面

5面
6面
7面
8面

役員研修会・臨時総会、県青連主張発表、ミニ情報
シニアアドバイザーセンター設置、エキスパートバンク
制度
役員研修会、臨時総会、県青連主張発表大会
くろしお協議会・オレンジ協議会、育児・介護休業法の
改正、毎月勤労統計調査、国勢調査
クエフェア、きびどんどん、きのくにＵターンフェア
専門家に聞く　経営アドバイス
企業訪問　みなべ川森林組合
団体年金保険特別配当の実施ご案内、大規模小売店舗立地法届出状況、
県連メモ、検定試験結果、採石業務管理者試験の案内、金利のお知らせ

面 紹 介 ミ

情
ニ

報

【
９
月
】

◆
健
康
増
進
普
及
月
間

◆
緑
の
募
金
（
〜
10
月
31
日
）

◆
老
人
週
間
（
15
日
〜
21
日
）

◆
空
の
日
・
空
の
旬
間
（
20
日
〜
30
日
）

◆
動
物
愛
護
週
間
（
20
日
〜
26
日
）

１
日
　
防
災
の
日

９
日
　
救
急
の
日

15
日
　
老
人
の
日

20
日
　
敬
老
の
日

23
日
　
秋
分
の
日

【
10
月
】

◆
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
月
間

◆
法
の
日
・
「
法
の
日
」
週
間

（
10
月
１
日
〜
７
日
）

◆
全
国
労
働
衛
生
週
間
（
10
月
１
日
〜
７
日
）

10
日
　
目
の
愛
護
デ
ー

10
日
　
体
育
の
日

13
日
　
国
際
防
災
の
日

18
日
　
統
計
の
日

26
日
　
原
子
力
の
日

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者
県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者
県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者
県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者
県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者
県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者
県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者
県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者
県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

県青連主張発表大会
最優秀賞受賞者

熱
心
に
聴
講
す
る
役
員

熱弁する平岡智秀君

北田　通氏
（かつらぎ町商工会長）

理
　
事

小川勝美氏
（岩出町商工会長）

理
　
事

中村　勇氏
（日高町商工会長）

監
　
事

三前雅信氏
（みなべ町商工会長）

理
　
事
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◎詳細はパンフレット、
ご契約のしおり・約款をご覧ください。
〈引受保険会社〉
自信があります。私の医療保険。

和歌山支社　�073-422-6101
〒640-8154　和歌山市六番丁24ニッセイ和歌山ビル9F

〒640-8227　和歌山市西汀丁36 和歌山商工会議所2F
TEL.073-425-0001 TEL.073-428-2650

■募集代理店

AFN広告-2003-018-0308048　2月21日

終身タイプ

21世紀がん保険 特約MAX21

僕
の
が
ん
保
険
は
、

病
気
も
ケ
ガ
も
保
障
す
る
。

し
か
も
、
保
険
料
が
一
生
上
が
ら
な
い
。
保
障
が
一
生
つ
づ
く
。

が
ん
保
険
を
選
ぶ
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
す
。

和歌山総合支社
〒640-8331 和歌山市美園町3-32-1　TEL.073-433-0400

「株式会社損害保険ジャパン」は、安田火災と日産火災が2002年
7月1日合併し、誕生した会社です。

中小企業の経営革新の必要性を
わかりやすく語ります。

講師・濱田　智司　氏
（中小企業診断士・社会保険労務士）

10/1（土）13：30～16：30
　　　　　　白浜町商工会

10/2（日）13：30～16：30
　　　　　　ホテルグランヴィア和歌山6F

お申し込みは県連合会
（TEL 073・432・4661）へ

「
自
社
の
現
状
や
課
題
を
見
極
め
た

い
」

「
業
績
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
」

「
経
営
の
向
上
を
図
り
た
い
」

こ
れ
ら
の
思
い
を
達
成
す
る
武
器

が
「
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
」

（
略
称
）
に
も
と
づ
く
経
営
革
新
計

画
で
あ
る
。

こ
の
計
画
を
県
知
事
が
認
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
別
途

審
査
は
必
要
で
あ
る
が
、
経
営
革
新

補
助
金
、
信
用
保
証
の
特
例
（
別
枠

設
定
等
）、
政
府
系
金
融
機
関
の
低

利
融
資
、
販
路
開
拓
支
援
な
ど
が
あ

る
。認

定
を
受
け
る
に
は
、「
新
事
業

活
動
」
と
言
わ
れ
る
「
新
た
な
取
り

組
み
」
に
よ
っ
て
経
営
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
が
必
要
。

こ
の
経
営
革
新
計
画
の
作
成
・
申

請
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

た
め
、
和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
で

は
、
国
の
委
託
を
受
け
て
「
シ
ニ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
た
。
依
頼
に
よ
り
中
小
企
業
診
断

士
等
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
・

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。企

業
秘
密
は
厳
守
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
近

く
の
商
工
会
、
ま
た
は
県
連
合
会
運

営
支
援
室
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
３
・
４
３

２
・
４
６
６
１
）
へ
。

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
は
、
経

営
面
・
技
術
面
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
直
面
す
る
小
規
模
事
業

者
を
対
象
に
、
深
い
知
識
や
豊
富
な

経
験
を
も
っ
た
専
門
家
（
エ
キ
ス
パ

ー
ト
）
を
事
業
所
に
派
遣
し
、
適
切

な
指
導
・
助
言
を
行
う
「
エ
キ
ス
パ

ー
ト
バ
ン
ク
」
制
度
を
実
施
し
て
い

る
。制

度
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
各
商

工
会
が
小
規
模
事
業
者
か
ら
の
要
望

に
応
じ
て
、
県
連
合
会
に
派
遣
申
請

書
を
提
出
。
県
連
合
会
は
そ
の
申
請

書
を
も
と
に
登
録
さ
れ
て
い
る
エ
キ

ス
パ
ー
ト
を
事
業
所
に
派
遣
し
、
具

体
的
・
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ

っ
て
問
題
の
解
決
に
役
立
て

て
も
ら
う
と
い
う
も
の
（
図

参
照
）。

ま
た
、
対
象
と
な
る
事
業

所
は
、
県
内
商
工
会
地
域
の

小
規
模
事
業
者
及
び
創
業
を

予
定
す
る
者
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
指
導
回
数
は

最
高
五
回
ま
で
で
費
用
に
つ

い
て
は
、
初
回
は
無
料
で
あ

る
が
、
同
一
テ
ー
マ
に
よ
る

二
回
目
以
後
の
指
導
を
希
望

の
場
合
は
費
用
の
１
／
３
を

事
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

企
業
秘
密
は
厳
守
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
詳

し
く
は
最
寄
り
の
商
工
会
へ

お
尋
ね
下
さ
い
。

※小規模事業者とは　
　商業・サービス業　従業員５名以下
　製造業・建設業　　従業員２０名以下　の方を言います。

制度利用の流れ

指導依頼・申請

申し込み

指導・助言

事業所
（小規模事業者）

最寄りの
商工会・県連

専門家
（エキスパート）

報告
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県
商
工
会
連
合
会
は
七
月
二
十
六
、
二
十

七
日
の
両
日
、
白
浜
町
に
お
い
て
広
域
協
議

会
の
設
立
、
商
工
会
合
併
（
定
款
変
更
合

併
・
新
設
合
併
）
の
先
駆
的
事
例
発
表
や
商

工
会
の
現
状
や
課
題
、
さ
ら
に
、
県
内
に
お

け
る
小
企
業
の
景
気
業
況
を
含
め
た
マ
ル
経

資
金
の
動
向
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
十
七

年
度
第
一
回
商
工
会
役
員
研
修
会
並
び
に
マ

ル
経
連
絡
協
議
会
（
国
民
生
活
金
融
公
庫
和

歌
山
支
店
・
田
辺
支
店
と
共
催
）
を
開
催
。

県
下
か
ら
七
十
一
名
が
出
席
、
熱
心
に
聴
講

し
て
い
た
。

初
日
の
二
十
六
日
、
開
会
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
岩
�
県
連
合
会
長
は
、
出
席
者
に
お
礼

を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
特
に
今
回
の
研
修
テ

ー
マ
は
各
商
工
会
に
お
い
て
も
関
心
の
高
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
商
工
会
の
リ
ー
ダ
ー

た
る
役
員
は
時
代
の
趨
勢
を
的
確
に
把
握

し
、
今
後
の
商
工
会
運
営
に
十
分
活
か
し
て

欲
し
い
」
と
期
待
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
後
、
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

更
な
る
進
化
を
目
指
す

森
川
氏
は
平
成
十
四
年
に
会
長
に
就
任
し

て
以
来
、
①
小
さ
な
事
で
も
出
来
る
こ
と
か

ら
実
行
す
る
②
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
実
行
す
る
―
の
二
点
を
信
念
に
商
工
会
運

営
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
毎
月
一
回
、
正
副

会
長
と
事
務
局
と
の
月
例
会
議
を
開
催
し
、

情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
た
。
ま
た
、
県
下
で
初
め
て
の
協
議
会
が

設
立
（
平
成
十
六
年
七
月
）
で
き
た
理
由
と

し
て
、
如
何
に
参
画
商
工
会
が
連
携
を
し
、

会
員
に
対
し
公
平
で
あ
り
、
か
つ
、
喜
ば
れ

る
事
業
を
行
う
か
を
原
点
に
、
各
種
会
議
に

お
い
て
広
域
連
携
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
（
補

助
金
の
活
用
が
容
易
、
職
員
の
得
意
分
野
が

活
か
さ
れ
る
、
事
務
等
の
効
率
化
）
を
繰
り

返
し
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
昨
年
度
実
施
し

た
短
期
人
事
交
流
、
講
習
会
、
専
門
家
に
よ

る
経
営
指
導
事
業
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。

ま
た
、
今
後
の
事
業
展
開
と
し
て
「
ヤ
ル

気
の
あ
る
商
工
会
を
目
指
す
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
取
り
組
む
な
ど
各
種
事
業

に
お
い
て
更
な
る
進
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。」
と
熱
っ
ぽ
く
抱
負
を
語
っ
た
。

活
き
た
、日
々
の
教
訓

水
野
氏
は
経
営
者
と
し
て
、
①
原
点
を
忘

れ
な
い
②
諦
め
な
い
③
慈
悲
の
こ
こ
ろ
―
の

三
点
を
事
業
経
営
の
教
訓
に
し
て
い
た
こ
と

が
今
回
一
つ
の
商
工
会
が
存
続
し
、
二
商
工

会
が
解
散
す
る
と
い
う
定
款
変
更
方
式
に
よ

る
三
商
工
会
合
併
に
大
い
に
役
立
っ
た
、
と

強
調
し
た
。

今
回
の
合
併
は
行
政
合
併
が
確
定
と
な
っ

た
中
で
、
行
政
か
ら
商
工
会
合
併
に
つ
い
て

意
向
を
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
も

の
で
あ
っ
た
な
ど
と
経
緯
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
各
研
究
部
会
、
さ
ら
に
合
併
協
議
会
で

審
議
す
る
課
題
等
に
対
す
る
調
整
な
ど
を
詳

細
に
説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
商
工
会
運
営
が
厳

し
く
な
る
中
で
、
役
員
に
は
商
工
会
運
営
に

「
自
覚
の
あ
る
人
」、「
理
解
が
あ
る
人
」、「
貢

献
で
き
る
人
」
な
ど
を
基
本
理
念
と
し
て
選

任
し
て
い
く
べ
き
だ
、
と
示
唆
し
た
ほ
か
、

合
併
の
効
果
と
し
て
は
、
５
カ
月
弱
で
時
期

尚
早
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、「
専
門
分
野
に
特

化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
巡
回
回
数
が

増
え
た
」、「
商
工
観
光
課
の
設
置
が
図
ら
れ

た
」、「
青
年
部
・
女
性
部
の
部
員
数
が
増
え
、

活
発
に
な
っ
た
」
な
ど
の
事
例
報
告
を
行
っ

た
。

合
併
は
互
譲
の
精
神
で

三
前
氏
は
二
行
政
が
県
下
で
い
ち
早
く
合

併
し
た
こ
と
に
伴
い
、
商
工
会
へ
の
補
助
金

カ
ッ
ト
な
ど
今
後
の
商
工
会
運
営
や
地
域
商

工
業
者
の
事
業
経
営
に
対
す
る
危
機
感
を
事

前
に
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ

た
た
め
、
二
商
工
会
で
合
併
に
向
け
た
協
議

を
行
っ
て
き
た
、
旨
の
経
過
報
告
を
時
系
列

で
説
明
を
行
っ
た
。

こ
の
中
で
同
氏
は
、
元
来
、
二
商
工
会
と

も
梅
干
関
連
業
者
が
多
く
存
在
し
て
い
る
ほ

か
、
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
の
発
行
や
風
土
も
似

通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
損
得
勘
定
を
抜
き

に
し
て
「
合
併
へ
の
思
い
は
、
会
員
が
夢
を

持
て
る
商
工
会
を
目
指
す
こ
と
」
を
基
本
理

念
に
互
譲
の
精
神
で
話
し
合
う
こ
と
を
前
提

と
し
た
た
め
、
協
議
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
べ
た

こ
と
の
秘
訣
や
正
式
な
成
立
ま
で
に
は
延
べ

六
十
五
回
の
会
議
等
を
開
催
し
、
非
常
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
事
業
で
あ
っ
た
、
と

感
慨
深
く
語
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
合
併
を
契
機
と
し
て
商
工
会

運
営
に
つ
い
て
「
継
承
と
改
革
」
を
テ
ー
マ

に
、
良
い
点
は
引
き
継
ぎ
、
改
革
す
べ
き
点

は
速
や
か
に
見
直
す
と
と
も
に
、
行
政
等
と

連
携
を
密
に
し
、
会
員
の
た
め
に
着
実
に
前

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
、
と
締
め
く
く
っ
た
。

県
商
工
会
連
合
会
は
七
月
二
十
六
日
、
白

浜
町
に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
、「
和
歌

山
県
商
工
会
連
合
会
小
規
模
事
業
経
営
支
援

事
業
費
補
助
金
交
付
規
則
の
一
部
改
正
」、

「
欠
員
に
伴
う
役
員
の
補
充
選
任
」
の
二
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
可
決
承
認
さ
れ
た
。

今
回
補
充
選
任
さ
れ
た
役
員
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

【
理
事
】小
川
勝
美（
岩
出
町
商
工
会
会
長
）、

北
田
通
（
か
つ
ら
ぎ
町
商
工
会
会
長
）、
三
前

雅
信
（
み
な
べ
町
商
工
会
会
長
）【
監
事
】
中

村
勇
（
日
高
町
商
工
会
会
長
）

和
歌
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
八

月
七
日
（
日
）、
平
成
十
七
年
度
商
工
会
青

年
部
主
張
発
表
和
歌
山
県
大
会
並
び
に
商
工

青
年
セ
ミ
ナ
ー
を
吉
備
町
「
き
び
ド
ー
ム
」

で
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
西
村
誠
造
和
歌
山
県
商

工
振
興
課
長
は
「
昨
年
も
出
席
を
し
た
が
、

大
変
参
考
に
な
る
意
見
が
あ
っ
た
。
現
在
、

県
で
は
十
八
年
度
予
算
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
有
意
義
な
事
業

に
で
き
る
だ
け
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
来

賓
の
祝
辞
を
述
べ
た
。

主
張
発
表
大
会
で
は
、
各
郡
の
七
名
の
代

表
者
が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
の

思
い
や
体
験
談
な
ど
を
十
分
間
と
い
う
短
い

時
間
の
中
で
熱
弁
し
た
。
審
査
の
結
果
、

「
地
域
に
新
し
い
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ

と
は
不
可
能
で
は
な
く
、
商
工
会
青
年
部
の

意
義
は
こ
の
地
域
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と

い
う
魅
力
を
発
見
し
、
表
現
し
、
高
め
て
い

く
こ
と
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
金
屋
町
の
平

岡
智
秀
氏
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
優
秀
賞

は
高
野
町
の
慈
幸
秀
騎
氏
が
選
ば
れ
た
。

「
広
域
協
議
会
を
設
立
し
て
」

　
く
ろ
し
お
協
議
会
会
長
　
森
川
　
起
安
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
智
勝
浦
町
商
工
会
会
長
）

「
商
工
会
の

　
　
　
定
款
変
更
合
併
に
あ
た
っ
て
」

　
日
高
川
町
商
工
会
会
長
　
水
野
　
浩
行
　
氏

　
　
　
　
　

「
商
工
会
の

　
　
新
設
合
併
に
あ
た
っ
て
」

　
み
な
べ
町
商
工
会
会
長
　
三
前
　
雅
信
　
氏

役
員
研
修
会

臨時総会
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仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
対
策
を
充
実

す
る
た
め
に
、「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
が

改
正
さ
れ
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
休
業
の
取
得
に
よ
っ
て
雇
用
の
継
続

が
見
込
ま
れ
る
一
定
の
範
囲
の
期
間
雇

用
者
は
、
育
児
休
業
・
介
護
休
業
が
と

れ
ま
す
。

②
　
子
が
一
歳
を
超
え
て
も
休
業
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
一
定
の
場
合
に
は
、
子

が
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
ま
で
育
児
休

業
が
で
き
ま
す
。

③
　
対
象
家
族
一
人
に
つ
き
、
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
至
る
ご
と
に
一

回
の
介
護
休
業
が
で
き
ま
す
。
一
期
間

は
通
算
し
て
（
の
べ
）
九
十
三
日
ま
で

で
す
。

④
　
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
労

働
者
は
、
一
年
に
五
日
ま
で
、
病
気
・
け

が
を
し
た
子
の
看
護
の
た
め
に
、
休
暇

を
取
得
で
き
ま
す
。

和
歌
山
県
で
は
、
厚
生
労
働
省
所
管
の

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
つ
い
て
、
事
業
所

名
簿
作
成
の
た
め
に
事
業
所
訪
問
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
雇
用
、
労
働
時
間
及
び
労

働
者
数
を
調
査
内
容
と
し
、
労
働
、
経
済

諸
政
策
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
調
査
対
象
と

な
る
事
業
所
を
選
び
出
す
た
め
の
準
備
調

査
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
指
定

調
査
区
の
地
域
は
和
歌
山
市
、
海
南
市
、

田
辺
市
、
高
野
口
町
、
湯
浅
町
、
吉
備
町
で
、

税
務
等
ほ
か
の
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先：

和
歌
山
県
企
画
部
計
画

局
統
計
課
　
電
話
０
７
３
―

４
４
１
―

２
３

８
８

数
字
か
ら

明
日
の
日
本
を

夢
デ
ザ
イ
ン

○
国
勢
調
査
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
人
口
と
世
帯
に
関
す
る
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
で
す
。

〇
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
、

国
勢
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調

査
票
の
配
布
と
受
け
取
り
に
う
か
が
い

ま
す
。

○
調
査
票
に
は
、
世
帯
構
成
や
住
宅
の
状

況
、
就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
な
ど

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
国
勢
調
査
の
結
果

は
、
少
子
高
齢
社
会

へ
の
取
組
や
皆
さ
ん

の
ま
ち
づ
く
り
に
い

か
さ
れ
ま
す
。

○
国
勢
調
査
員
を
は
じ

め
と
す
る
調
査
関
係

者
に
は
、
守
秘
義
務

が
あ
り
、
調
査
内
容

の
秘
密
は
保
護
さ
れ

ま
す
。

　有田郡内の5商工会は、平成17年6月2日、有田オレンジ協議会を創立
した。県下では昨年7月、東牟婁郡「くろしお協議会」の設立に続き2番目で、
5商工会の会長が発起人（代表：武内廣至清水町商工会会長）となり、午後
1時から吉備町商工会館で創立総会を開催した。　
　議案は以下のとおり第1号から5号まで、全会一致で可決承認された。
　第1号議案　協定書、申し合わせ事項、規約の決定について
　第2号議案　平成17年度事業計画の決定について
　第3号議案　平成17年度会費の賦課並びに徴収方法の決定について
　第4号議案　平成17年度収支予算の決定について
　第5号議案　役員選任について
　同協議会では設立後、広域経営改善普及事業計画として、①広域担当職
員による管内巡回指導や金融相談を行う、②現在、各商工会単独で行って
いる事業ＰＲチラシを共同で発行する、③講習会、講演会を共同で開催する、
④青年部・女性部活動や特産品販売を広域的に行う、⑤（株）紀州路ありだ
（近畿自動車道吉備・湯浅パーキングエリア）に関した広域的な観光対策
事業を実施する、などを計画している。
　県商工会連合会ではこれからの活動に期待を寄せている。
　なお、役員は、以下のとおり選任された。
　　会　長　武内　廣至（清水町）
　　副会長　奥　　武行（広川町）
　　理　事　吉井源太郎（吉備町）　白子　勝昭（湯浅町）
　　　　　　前　多加夫（金屋町）
　　監　事　若野　宏文（広川町）　岩本　行弘（金屋町）

　平成16年7月、和歌山県内で初めての広域連携体制「広
域商工会くろしお協議会」（森川起安会長）ができた。この協
議会は、那智勝浦町、太地町、古座（当時は古座町）、古座川町、
本宮町、熊野川町、北山村の7つの商工会で構成されている。
各商工会は従来どおりの活動をしながら、それぞれの商工会
の強みを出し合い、連携して経営者の高度で多様な相談に対
しても対応していく。
　設立した平成16年度の主な事業は、今まで行ってきた集
団講習会だけではなく、経営診断士と経営指導員が連携した
個別面談を中心に相談事業を行った。参加した企業は14人、
延べ36日間をかけ、それぞれの事業の「あるべき姿」を具体
化し、新たな経営方針や今できる対策を事業主と経営診断士、
指導員が一緒になって考えた。
　担当者は「イノベーションよりモチベーション、まずは『や
る気』を起こさせることが重要である」と言っている。
 　今年度は、インターネット販売によるビジネスプランで、長
引く景気低迷からの脱却を図っていく。既に月1回のペース
でセミナー等を開催していて、参加者は「商工会のセミナー
を受けていると、間違いなく売上が伸びる自信がでてきた。
年末大売り出しに照準をあわせ、結果を残したい」と『やる気』
を出している。
　森川会長は「商工会の役割は事業者の『やる気』を起こさ
せる事と、その努力のお手伝いをする事である。そして、私た
ち役員は職員の『やる気』を起こさせる環境作りをする事と
理解している。時代はすごいスピードで進んでいるため、毎
年同じ事業をしていると時代に取り残される。そのため協議
会は、経営者のニーズを的確に把握し、さらに進化し続けな
ければならない」と語る。（創立総会風景）



� 平成17年9月1日　第407号
昭和55年3月1日
第3種郵便認可〔 〕和歌山県商工会報

日
高
町
商
工
会
を
中
心
に
構
成
す
る
ク

エ
の
町
づ
く
り
実
行
委
員
会
は
、
十
月
一

日
（
土
）、
比
井
崎
漁
業
協
同
組
合
市
場
で

「
ク
エ
・
フ
ェ
ア
」
を
開
催
す
る
。

毎
年
約
二
千
人
以
上
の
来
場
者
で
賑
わ

う
同
フ
ェ
ア
で
は
、
今
年
も
ク
エ
鍋
、
ク

エ
め
し
が
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
恒
例
の
巨

大
ク
エ
の
解
体
実
演
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

き
き
酒
大
会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
。

ま
た
、
例
年
一
月
に
開
催
し
て
い
た
「
く

え
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
十
一
月
二
十
七
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

申
し
込
み
は
十
月
二
十
一
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
参
加
費
は
一
人
三
千
円
。
体
力
に

自
信
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み
て
は
ど
う

で
す
か
。
な
お
、
申
込
書
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
【h

ttp
:/
/
w
w
w
.2
.w
-

shokokai.or.jp/hidaka/

】

そ
の
他
、
詳
し
く
は
日
高
町
商
工
会
1

〇
七
三
八
（
六
三
）
三
六
一
一
ま
で
。

吉
備
町
商
工
会
青
年
部
（
笠
松
晶
久
部

長
）
ら
で
構
成
す
る
き
び
ど
ん
ど
ん
実
行

委
員
会
は
、
十
月
十
五
日
（
土
）、
十
六
日

（
日
）
に
花
の
里
河
川
公
園
な
ど
四
ヵ
所
で

「
第
八
回
き
び
ど
ん
ど
ん
」
を
開
催
す
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ふ
る
さ
と
交

流
会
な
ど
を
統
合
し
た
同
町
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
。
前
夜
祭
の
十
五
日
に
は
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ
ー
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
「
エ
ッ
セ
レ

バ
ン
ビ
ー
ノ
」
を
始
め
、
カ
ッ
プ
ル
を
盛

り
上
げ
る
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
」
や
秋
の

夜
空
を
華
や
か
に
彩
る
幻
想
的
な
「
し
あ

わ
せ
の
灯
火
」
を
予
定
。

翌
日
に
は
、
子
供
に
大
人
気
の
「
魔
法

戦
隊
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」
や
「
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
」、
優
勝
賞
金
十
万
円

の
「
ダ
ン
ス
ど
ん
ど
ん
」
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
。

ま
た
、
同
委
員
会
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
ダ
ン
ス
ど
ん
ど
ん
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
吉
備
町
商
工
会
1

〇
七
三
七
（
五
二
）
五
七
〇
一
ま
で
。

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
ら
で
構
成
す

る
き
の
く
に
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
は
、
八
月
十
三
日
（
土
）、
和
歌
山
市

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
」
で
新
卒

者
及
び
一
般
者
を
対
象
に
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ

ア
を
開
催
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は
今
年
で
二
十
回
目
を
迎
え
、

お
盆
の
帰
省
の
時
期
に
合
わ
せ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
六
十
五
企
業
が
出
展
し
、
参

加
者
数
は
四
百
九
十
二
名
で
あ
っ
た
。

同
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
塩
路
会
長
は

開
会
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
県
内
の
雇
用
促

進
、
雇
用
の
機
会
増
大
の
た
め
に
、
地
元

企
業
を
始
め
、
関
係
団
体
の
積
極
的
な
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
同
時
に
合
同
説
明
会
も
開
催
さ

れ
、
今
回
、
七
社
か
ら
「
求
め
る
人
材
」

や
「
企
業
内
容
」
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ

た
他
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
職
業
興
味
検
査

な
ど
の
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
自
分
を
求
め
て
く
れ
る

企
業
が
見
つ
か
れ
ば
と
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

（クエの解体実演）

（クエ鍋）
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経営
　アドバイス

専門家に聞く�����

税理士・中小企業診断士
社会保険労務士

水城　　実　氏

商
法
改
正
に
つ
い
て
（
１
）

今
年
は
、
こ
こ
数
年
来
つ
づ
け
て
改

正
が
行
わ
れ
て
い
る
商
法
に
つ
い
て
、

つ
い
に
大
き
な
改
正
案
が
国
会
を
通
過

し
ま
し
た
。

施
行
は
平
成
18
年
４
月
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
の
経
営
に
も
関

係
し
て
く
る
点
も
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、

特
に
そ
う
し
た
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

１
円
の
資
本
金
で
会
社
が
つ
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す

改
正
の
目
玉
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

最
低
資
本
金
（
株
式
会
社
は
一
千
万
円
、

有
限
会
社
は
三
百
万
円
）
と
い
っ
た
ル

ー
ル
が
な
く
な
り
ま
す
。
極
端
な
ケ
ー

ス
で
し
た
ら
１
円
で
も
資
本
金
と
し
て
、

会
社
設
立
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

今
で
も
、「
確
認
会
社
」
と
い
う
形

で
、
特
別
に
法
律
で
認
め
ら
れ
た
ケ
ー

ス
（
創
業
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
）
に
お

い
て
は
、
１
円
の
資
本
金
で
も
会
社
設

立
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
確
認
会
社
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
定

款
に
「
五
年
以
内
に
本
来
の
資
本
ま
で

増
資
し
ま
す
」
と
約
束
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
改
正
で
、
創

業
者
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
１
円
で
会
社

を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
今
の
「
確
認
会
社
」
に
つ
い
て

は
、
改
正
に
よ
っ
て
「
増
資
」
し
な
く

て
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
定
款
の
「
増

資
の
約
束
」
の
記
載
事
項
を
変
更
（
削

除
）
す
る
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
そ
う
で
す
。

配
当
に
つ
い
て
の
制
約

し
か
し
、
こ
の
資
本
金
の
規
制
が
な

く
な
っ
た
と
同
時
に
、
配
当
金
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、
純
資
産
（
自
己
資

本
）
が
三
百
万
円
な
い
と
、
利
益
の
配

当
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
少

な
い
資
本
金
で
設
立
し
た
会
社
で
し
た

ら
、
自
己
資
本
が
充
実
す
る
ま
で
、
し

ば
ら
く
配
当
は
お
預
け
に
な
り
そ
う
で

す
。

設
立
時
の
銀
行
の
「
保
管
証
明
」
が

「
残
高
証
明
」
で
Ｏ
Ｋ
に
な
り
ま
す

（
発
起
設
立
の
ケ
ー
ス
）

今
ま
で
、
会
社
を
つ
く
る
際
に
は
、

銀
行
に「
別
段
預
金
」と
い
っ
た
資
本
金

を
預
け
る
口
座
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、

確
か
に
預
か
り
ま
し
た
と
い
っ
た
「
保

管
証
明
」
を
発
行
し
て
も
ら
わ
な
い
と

設
立
の
登
記
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
銀
行
付
き
合
い
の
少
な
い

方
に
と
っ
て
は
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。（
す
ぐ
に
対
応
し
て

も
ら
え
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
）

こ
れ
が
、「
残
高
証
明
」
で
も
よ
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。「
残
高
証
明
」

は
単
に
、
預
金
口
座
に
い
く
ら
あ
る
と

い
っ
た
証
明
で
す
か
ら
、
特
に
審
査
な

ど
も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
発
行
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

ち
な
み
に
、「
発
起
設
立
」
と
は
一

般
に
中
小
企
業
で
よ
く
採
用
さ
れ
る
形

で
、
発
起
人
が
集
ま
っ
て
出
資
し
て
作

る
会
社
で
す
。こ
れ
に
対
し「
募
集
設
立
」

と
は
、
発
起
人
以
外
に
、
外
に
出
資
者

を
募
っ
て
資
本
を
集
め
る
方
法
で
す
。

取
締
役
が
一
人
で
も
株
式
会
社
を
作

れ
ま
す

も
ち
ろ
ん
、
有
限
会
社
と
い
っ
た
形

態
で
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
も
一
人
の
取

締
役
で
設
立
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

次
回
で
ふ
れ
ま
す
が
、
改
正
後
は
、
有

限
会
社
は
作
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
株
式
会
社
で
は
、
最
低
で

も
取
締
役
が
三
人
、
監
査
役
が
一
人
必

要
で
し
た
。
そ
れ
が
、
一
人
の
取
締
役

で
も
株
式
会
社
が
設
立
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
正
確
に
は

全
て
の
株
式
会
社
が
対
象
で
は
な
く
、

「
譲
渡
制
限
タ
イ
プ
の
中
小
会
社
」
が
、

こ
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。「
譲
渡

制
限
タ
イ
プ
」
と
は
、
株
式
の
譲
渡
に

つ
い
て
（
例
え
ば
取
締
役
会
な
ど
の
）

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
会
社
で
す
。
そ
し
て
、
中
小
会
社

と
は
、
改
正
後
に
お
い
て
は
、
大
会
社

で
な
い
会
社
（
資
本
金
五
億
円
未
満
で
、

か
つ
、
負
債
総
額
二
百
億
円
未
満
の
会

社
）
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
今
ま
で
多
く
の
中
小
企

業
で
は
、
こ
の
「
譲
渡
制
限
」
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
（
謄
本
な
ど
で
確
認
し

て
み
て
下
さ
い
）
の
で
、
そ
う
な
る
と

役
員
数
は
一
人
で
も
良
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

類
似
商
号
が
な
く
な
り
ま
す

会
社
を
作
る
と
き
に
、「
同
じ
地
域

（
法
務
局
管
内
な
ど
）
に
、
同
じ
目
的

を
も
っ
た
、
同
じ
（
よ
く
似
た
）
名
称

の
会
社
」
は
設
立
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ま
に
商
号
調
査
を
し
な
い
で
設
立
を

進
め
て
し
ま
う
と
、「
こ
の
会
社
名
は

（
使
わ
れ
て
い
る
の
で
）
使
え
ま
せ
ん
。」

と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
制
約
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

気
に
せ
ず
に
好
き
な
名
称
が
使
え
ま

す
。
前
の
商
法
改
正
で
、
ロ
ー
マ
字
表

記
な
ど
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
自

由
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
会
社
名
が

出
て
き
そ
う
で
す
。

以
上
、
一
部
改
正
の
内
容
を
見
て
き

ま
し
た
が
、
次
回
は
「
有
限
会
社
は
な

く
な
る
の
か
？
」「
新
し
く
認
め
ら
れ

た
Ｌ
Ｌ
Ｃ
（
合
同
会
社
）
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ

（
有
限
責
任
事
業
組
合
制
度
）
と
は
？
」

な
ど
、
中
小
企
業
の
経
営
に
関
係
す
る

も
の
に
つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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務
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森
林
組
合
の
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
。

組
合
員
数
は
何
人
で
す
か
。

旧
南
部
川
村
で
面
積
三
反
以
上
の
山
林
等

を
所
有
し
て
い
る
人
た
ち
が
「
山
を
守
る
」
と

い
う
目
的
の
も
と
に
組
合
を
作
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
七
百
四
十
二
人
が
組
合
に
加
入
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
山
を
守
る
、
旧
南
部
川
村
を

守
る
こ
と
に
賛
同
し
て
く
れ
た
人
は
、
準
組
合

員
と
し
て
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
市
町

村
合
併
が
あ
り
、
み
な
べ
町
と
な
っ
た
の
で
、

旧
南
部
町
の
方
々
に
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
組
合
員
を
助
け
る

た
め
に
Ｉ
タ
ー
ン
事
業
や
緑
の
雇
用
事
業
を
活

用
し
、
労
働
を
補
っ
て
い
ま
す
。

旧
南
部
川
村
長
の
働
き
か
け
で
地
域
の
産
品

を
造
り
、
村
お
こ
し
を
と
い
う
こ
と
で
「
備
長

炭
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
や
組
合
員
の
た
め
に
販

売
す
る
目
的
で
平
成
三
年
に
こ
の
施
設
が
で
き

ま
し
た
。

備
長
炭
を
販
売
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
。
客
層
は
ど
う
で
す
か
。

最
初
は
組
合
員
等
に
家
庭
で
使
う
燃
料
と

し
て
大
量
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
で
備
長
炭
の
こ
と

を
取
り
上
げ
ら
れ
、
問
い
合
わ
せ
と
注
文
が
相

次
い
だ
た
め
、
一
般
向
け
の
少
量
販
売
を
し
ま

し
た
。
備
長
炭
を
販
売
し
た
結
果
、「
よ
く
眠

れ
る
」、「
ア
ト
ピ
ー
が
少
し
治
っ
た
」
な
ど
反

響
が
あ
り
、
お
客
様
の
声
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
聞

け
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

備
長
炭
関
連
商
品
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

炊
飯
浄
水
用
備
長
炭
ミ
ニ
パ
ッ
ク
が
一
般

的
に
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
。
他
に
備
長
炭
ミ
ニ

風
鈴
（
写
真
左
）
や
備
長
炭
と
和
紙
を
使
用
し

た
ラ
ン
プ
（
写
真
下
）
が
あ
り
ま
す
が
、
新
製

品
と
し
て
、
頭
皮
の
洗
浄
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
効

果
の
あ
る
ヘ
ア
ー
シ
ャ
ン
プ
ー
「
酢
炭
梅
（
ス

タ
ン
バ
イ
）」
が
一
押
し
で
す
。
ま
た
、「
び
ん

ち
ょ
う
タ
ン
（
写
真
右
）」
が
最
近
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
江
草
天
仁
さ
ん
が
二
年
前
に
創

作
、
白
い
着
物
を
着
た
女
の
子
の
頭
に
備
長
炭

が
乗
っ
て
い
る
擬
人
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。

何
か
こ
だ
わ
り
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い

森
林
組
合
と
し
て
、
地
域
の
雇
用
・
労
働

力
を
助
け
る
こ
と
を
考
え
て
、
地
域
に
と
っ
て

必
要
な
組
合
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
組
合
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
た
め
に
「
初

心
忘
れ
ず
、
べ
か
ら
ず
」
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。商

工
会
の
活
用
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま

す
か
。
具
体
的
な
活
用
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ

い
。

商
工
会
に
は
、
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
い
ろ

ん
な
情
報
を
絶
え
ず
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
相
談

に
も
乗
っ
て
頂
き
、
新
製
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
や

市
場
調
査
も
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
地
域
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
、
新
し
い
「
み
な

べ
町
」
を
良
く
す
る
た
め
に
森
林
組
合
、
行
政

と
と
も
に
み
な
べ
町
全
体
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
や
展

望
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

新
し
い
み
な
べ
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
、
南
高
梅
と
備
長
炭
を
掛
け
合
わ
し
た
み
な

べ
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
考
え

て
い
き
た
い
。地
域
の
人
に
愛
さ
れ
る
商
品
は
、

地
域
以
外
で
も
愛
さ
れ
ま
す
。
山
や
自
然
を
活

か
す
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、街
お
こ
し
を
考
え
、

新
し
い
み
な
べ
町
と
な
っ
た
合
併
の
意
味
を
考

え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
た

Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
組
合
、
行
政
等
が
力
を
合
わ

せ
て
よ
り
良
く
し
て
い
く
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

右
か
ら
松
本
信
明
代
表
理
事

組
合
長
、
松
本
貢
参
事

みなべ川森林組合
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事業者の方の求人登録をお待ちしています。詳しくは支援機構まで

求職者ガイダンス・セミナー等の実施・新卒予定者への就職支援

ミスマッチ解消・ワークシェアリング導入への取り組み
事業
内容

連合和歌山・経営者協会・商工会議所連合会・商工会連合会・中小

企業団体中央会
構成
団体

　ご加入者の皆様には、旧協栄生命保険（株）の破綻の折、多大なご迷惑とご心配をお掛けしましたが、おかげさまで社業も順調に
推移し、旧協栄生命保険（株）の更正計画により、いわゆる保険料の積立金である特定責任準備金等の削減が行われた231万件の
ご契約を対象に「特別配当」を行うことになりました。今回行う「特別配当」は特定責任準備金等の削減額2,174億円（条件変更時
の削減額は2,791億円）に対して、762億円を還元させていただくものです。
　これもひとえに、長年にわたるご契約者様、提携団体の会員の皆様の強力なご支援、ご愛顧の賜物と深く感謝しております。今後
ともお客様の声に耳を傾け、お客様に焦点を合わせた質の高いサービスを提供して参る所存です。
　今般行う「特別配当」について、以下のとおりご説明申し上げます。

ジブラルタ生命保険株式会社　　2005年8月

　特別配当は、旧協栄生命の更正計画に基づく「契約条件の変更に関する特則」により実施します。特別配当は、契約条件の変更により特定責任準備金等（※１）の削減を受けた個人保険・団体
年金保険に対して行う配当です。
　一般の保険契約に対して実施することのある事業年度毎の通常配当や、消滅時の特別配当とは全く異なります。
　なお、「特別配当」は、更正計画で選任された検査人の承認を得たうえで実施しております。
 （※１）主契約や特約の責任準備金、前納保険料、契約者配当金をいいます。

【特別配当】について

　特定責任準備金等の削減を受けた加入者・年金据置者および年金受給者のうち、計算基準日以降初めて到来する契約（団体）の契約応答日（財政決算日の翌日）（※３）に、以下のいずれかの
状態である方に対し、契約者（団体）に割当てられた特別配当がそれぞれの方法により分配されます。
　①有効継続中の加入者　：保険料積立金の積み増し
　②年金延期（据置）中の据置者 ：保険料積立金の積み増し
　③年金受給中の受給者　：現金支払または年金買増し

ご契約者（団体）から各加入者への特別配当の分配について

　契約条件の変更により特定責任準備金等の削減を受けたご契約（※２）のうち、「計算基準日」（2005年3月31日）時点で有効継続中の契約が第１回特別配当の割当ての対象となります。
　なお、「計算基準日」において既に解約されたご契約、シェアダウンされた部分は特別配当の対象外となります。
 （※２）ご契約とは、ジブラルタ生命と団体（契約者）との間で締結している団体年金保険契約のことを指します。

（注）団体の契約応答日（財政決算日の翌日）より前に下記の取扱いとなった場合は分配の対象外となります。
　①年齢到来による脱退で一時金受取をした場合　　②死亡による脱退で一時金受取をした場合
　③中途脱退により一時金受取をした場合　　　　　④年金支払期間終了の場合
　⑤掛金未入による脱退の場合

対象のご契約について

【
珠
算
検
定
】

　
第
百
三
十
七
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
定

試
験（
平
成
十
七
年
六
月
十
九
日
実
施
）は
、

県
内
で
三
十
三
名
の
方
が
申
し
込
み
さ
れ
、

う
ち
合
格
者
は
十
九
名
で
し
た
。

【
小
売
商（
販
売
士
）検
定
】

　
第
五
十
六
回
三
級
小
売
商（
販
売
士
）検

定
試
験
が
平
成
十
七
年
七
月
九
日
に
実
施

さ
れ
「
森
脇
弘
美
さ
ん（
桃
山
町
）」
が
合
格

さ
れ
ま
し
た
。


